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新春あだ
ちクイ
ズ皆さ ん は足 立区 のこ とを 、ど れくら い 知了4

てま すか? 区 内 には 、楽し く利 用 できる 区の

施設 や 公園、 豊 かな自 然 、歴 史的 な建物な ど

がたく さ んあり ます 。住 めば 住む ほど魅力 が

いっ ぱい の足 立区 。 今回 はそ んな 足立区 につ

いて ク イズを 作り まし た 。t　

ク イズ 正解 者 のな かから 、 抽 選で10人 の方

に、 記念 品を 差し 上げ ま す。 当 選者の発 表は 、

プ レ ゼント の 発 送をも っ て かえさ せてい ただ

き ま す 。

問題の解き方
( 1)問 題は全部で9 問で す。1 面 から2 面に続いていますOy
( 2)各問題の○ のな かにF カタカナj で1 文 字いれてください。
( 3)各問題で解答した文 字を組 み合わせると 、ある言葉になります。

【ヒン ト】
足 立区の基本構想で定めた、区の将来 像を示 す言葉で すO 。

【解答】
OO メ○ ユト ○ … 1 面の解答から
Ξ ズペ○ ○ チ∩∩∩ … ? 面の鰡答から

問 1 〇 タ セ ン ジ ユ エ キ 《 □ 千 住 駅 》

口千住駅は、J R 常磐線・日
比谷線・千代田線、東武伊勢崎
線の各線が乗り入れる都内でも
屈指のターミナル駅です。歴史
も古く、J R の口千住駅は明治29
年に開業、東武線は明治32年
に開業しました。1 日の平均乗
降客数は約諂O万人( 平 成9 年
度)、区内駅で最多の利用者数
です。平成17年度には常磐新線
も開業予定です。また、口千住
駅西口では再開発事業が進行中
です。平成15年には駅前広場が
整備され、再開発ビルもオープ
ン予定です。

問2 区の木 桜/ 区の花 チュー○ ップ

区の 木は桜 、

区の花 はチユ ー
○ ンプ です。
ワシント ン か

ら の里 帰り した
桜が舎人 公圖 こ
植樹さ れるなど 、
桜の名 所が区 に
はたくさ んあり
ます。 特に東 綾
瀬公 園、花畑 公
園の 桜が美しい

花を咲 かせま す。
チュー○ツプは、明治10年ごろか/
ら足立区の主要な農産物として
全国的に有名でした。花は4　
月下旬から5 月上旬に咲き、
特に元溯江公園が見事です。

▲舎人公園

▲ 元溯江公園

問
3

ハナハタ○ ネンテイエン<花畑○ 念庭園>

昭和59年、区制50周年を記
念して造られた石垣と築地塀に
囲まれた日本庭園です。池泉廻遊

式庭園といわれる様式で、大池の回
F' りの園路を進むと、滝や流れが変化し
て見え隠れします。黒松や桜なども見事です。
冬になると、松の枝を雪から守る雪つりもみら
れます。

花畑4- 40- 1 登3囹5- 9795

問
4

姉妹都市 ベルモン○ 市

哂F[ 159年に西オーストラ
リア州ヘルモン○ 市と足立
区は姉妹都市朦嶺を調EDし
ました。面積は4〔匐Trで足
立区の約4 分の3 、人口
約2 万7 千人で足寸区の
約23分の1 の水と緑の豊
かなまちです。平成5 年
に、£β訂区にできたヘル
モン○ 公園は友好親善の|
シンボル。園内の池には、
ブラックスワン( 黒鳥)
も、泳いでいます。
ヘルモン○ 公園…梅島1- 33
、梅島2 づ7

▲ 姉妹都市の学生 使節団が第五中学校を訪問
2
面
へ

応 募 方 法
ハガ牛にクイズの解答、氏名( フ リガ ナ)、年齢、住
所、電話 番号、「あだ ち広報」を読んで感じたこ と、
意見、よ< 読む記事を書いて送ってください。
申・問 先= 〒120- 8510' 中 央本 町1- 17- 1 足立 区役

所広報課 「新春あだちクイズ」係 登3880- 5111 ㈹
期限=1 月22日必着

おもてう ら
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8
面
マ
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マ
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場
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訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
3
月
号

投
稿
募
集
「
学
校
」

入
学
・
卒
業
そ
し
て
様
々
な
行
事
、

ま
た
通
学
中
で
の
こ
と
な
ど
、学
校
に

関
す
る
投
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。既

に
卒
業
さ
れ
た
方
、ま
た
現
在
、通
学

中
の
方
9
苫
な
ど
否
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。選
考
の
う
凡
掲
載
し
、掲
載
さ

れ
た
方
に
は
、粗
品
を
差
し
占
¥
ヂ
。

申
込
=
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、4
0
0
字
程
度
に
ま

と
め
て
郵
送
吏
ほ
フ
ァ
ク
ス
で
期

限
=
1
月
1
8
日
申
・
問
先
U
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1

1

登
(
3
8
8
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)
5
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1
1

㈹

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
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0

郷
土
博
物
館
企
画
展
「
石
造
物
を
し
ら
べ
る
」

1
月
1
7
日
～
3
月
2
8
日

博
物
館
の
地
域
講
座
「
石
造
物
を
し

ら
べ
る
会
」
は
、
区
内
の
桀
石

路
傍

に
残
さ
れ
た
、
庚
申
塔
、
地
蔵
、
道
標

な
ど
の
調
杳
蒼
行
つ
て
い
ホ
冢

現
在
、
富
士
塚
の
石
造
物
と
綾
瀬
川

以
東
の
地
域
に
つ
い
て
の
調
査
が
終
了

し
て
い
ま
す
。
区
内
の
ど
ん
な
場
所
に

ど
の
ふ
冫
な
石
造
物
が
あ
る
の
か
。
そ

の
意
味
や
年
代
の
分
布
な
ど
、
石
造
物

か
ら
地
域
の
歴
史
夸
盲
ぐ
る
会
の
活
動

と
調
杏
尿
果
を
パ
ネ
ル
で
発
表
し
ま
す
。

□
企
画
展
講
演
会

日
時
卜
2
月
1
4日
面
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分
、
テ
ー
マ
H
「
石
造
の
仏
と
猿

と
猿
田
彦
」
講
師
卜
小
花
波
平
六
氏
(

庚
申
懇
話
会
会
長
)

定
員
目
8
0人

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
郷
土

博
物
館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

区内中小企業支援啓発標語 足立区で　買おう　食べよう　 頼もう
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新春あだち
クイズ

1
面
か
ら

問題の解き方
①問題は全部 で9 問です。1 面から2 面に続い てい ます0
②各問題の○ のなかに「カタカナ」で1 文字いれ てく ださい。
③各問題で解答した文字を組み合わせると、ある言 葉になりますO

【ヒント 】足立区の基本構 想で定め た、区 の将 来像を示す言葉で す。

【解 答 】 ○ ○ メ○ ユト○ … 1 面の解答から
ミズベ○ ○ チ○ ○ ○ … 2 面の解答から

問5 ニ シ ア ラ イ ○ イ シ 〈 西 新 井 □ 師 〉

天長3( 826) 年、弘法大師の創
建といわれる足肯区の代表的観光名
所。古くから、初詣や厄除け祈願な
どで多くの人が訪れます。毎月21日
には縁日か開かれ、1 月21日は初口
師といわれブルマを買う人で特に賑
わいます。関東随一のボタン園や樹
齢500年といわれる藤棚も見事です。
西新#1 一価づ

問 6 ト シ ○ ウ ギ
ョ

ウ コ ウ エ ン
〈 都 市 □ 業 公 園 〉

昭和30年代くらいまでは、稲作が
盛んだった農業地帯の足立区。かつ
ての農業の様子を今に伝えるととも
に、自然とふれあえるところが、荒
川に隣接した「都市匸」業公園」。園
内には梅や桜などが四季折々の花を
咲かせ、水田や畑が広がります。熱
帯植物が生い茂る温室やハープ園、
江戸時代後期の農家も移築されてい
ます。レストランもあります。
鹿浜2- 44- 1S3853- 4114

問 7 ○ ラカワ 〈□ 川〉

四方を川に囲まれた足立区。なかでも、口川
の河川敷は花火大会などのイベント会場、汗を
流す運動場、自然と親しむワンド広場と楽しみ
方色々。
私たちが「口川」と呼んでいるこの川は、現

在の隅田川の流れを変えて造り出された人工の
川です。この工事は洪水の被害を防ぐため、明
治44年に着工し、昭和5 年に完成した、日本の
土木史に残る大事業でした。

問 8

興野
神
社
の
イ
○
ヨ
ウ

区では、大切な緑を守るため670
本を超える保存樹木や5 力

所の樹林を指定しています。そ
の保存樹木の中で。一番太い木
がこの“ イ○ ヨウ"。幹周りが4m42cm

という立派な大木です。
興野2 づ

問 9

○

ツ

オ

バ

シ

ョ

ウ

<
□

尾

芭

蕉

>

芭 蕉 の「 おく の ほ そ 道 」

へ の 旅 は 、元 禄2( 1689)

年 に 扁| 力 ら 舟 を 出 て 干
いくはる とり住 へ 上

陸 し て「行 春 や 鳥

肺 魚 の 目 は 泪 」と 矢 立 て

初の句を詠みました。日本
の代表的な俳譜紀行文学の
第一歩はここから妣まつた
のです。これにちなみ、千
住大橋の北詰の大橋公圖こ
は、「矢立て初の碑」があ
ります。 刊主橋戸町31

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
3
)

水
平
社
の
創
立
は
、
長
い
間
差
別
に

苦
し
め
ら
れ
て
き
た
人
び
と
に
力
と
勇

気
を
与
え
、
自
主
解
放
の
旗
の
も
と
、

各
地
で
ぞ
ぐ
ぞ
ぐ
と
水
平
社
の
支
部
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
大
会
か
ら
1
年
あ
ま
り
の
間
に
、

京
都
以
下
3
府
2
1県
で
3
0
0余の
水
平
社

が
で
き
、
大
正
1
3年
に
は
5
0
0余に
、
そ

し
て
翌
1
4年
に
は
、
全
国
で
7
0
0余に
の

螺
呈

し
た
。
こ
の
運
動
が
、
部
落
解

放
の
た
め
に
と
っ
た
方
法
の
一
つ
に

、

大
会
の
決
議
に
あ
る
ぶ
つ
に

、
差
別
的

言
動
に
対
す
る

「
徹
底
的
糾
弾

」
が
あ

り
ま
し
た
。

水
平
社
が
糾
弾
し
た
差
別
事
件
は
、

大
正
1
1
年
だ
け
で
6
0
件
を
超
え
、
翌
1
9一

年
に
は
全
国
で
千
1
0
0余
件
に
な
り
ま
し

た

。糾
弾
闘
争
は

、
始
め
は
主
と
し
て
個

人
に
向
け
ラ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正

末
期
に
な
る
と
官
庁

、
軍
隊
、
警
察
ほ

か
公
的
機
関
や
代
表
者
に
向
け
て
行
わ

れ
る
ぷ
つ
に
な
っ
た
の
で
す

。

軍
隊
に
お
け
る
差
別
の
糾
弾
の
一
つ

の
例
と
し
て

、
福
岡
連
隊
の
差
別
事
件

が
あ
げ
价

笛
兮

。

大
正
1
5
年

、
福
岡
の
歩
兵
連
隊
内
で

差
別
事
件
が
起
き
、
水
平
社
で
は

、
連

隊
本
部
夲
糾
弾
す
忝
な
か
で

、
連
隊
か

ら
差
別
を
な
く
す
た
め
の
講
演
会
を
開

く
こ
と
を
要
求
し

、
連
隊
側
も
一
日一
は

、

そ
の
約
東
を
に
と

が
ら
、
実
際
に
は
約

東
を
取
り
消
し
た
の
で
す

。
そ
れ
に
対

し
て

、
水
平
社
は

、
福
岡
連
隊
へ
の
入

隊
拒
否
や
差
別
を
や
め
さ
せ
る
た
め
の

署
名
運
動
な
ど
を
広
く
展
開
し
ま
し
た

。

○
問
い
合
わ
せ
は

、
同
和
対
策
担
当
へ

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

区
役
所
無
料
送
迎
車
を
運
行
し
て
い
ま
す

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
、
傷
病

者
、
妊
婦
等
と
そ
の
介
護
者
を
対
象
に

区
役
所
来
庁
用
と
し
て
、
綾
瀬
・
五
反

野
・
西
新
井
・
梅
島
の
各
駅
周
辺
か
ら

無
料
の
送
迎
車
(
車
イ
ス
2
台
座
般

席
又
ま
で
乗
車
で
き
ネ
す
)
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
運
行
日
は
、
土
・
日
・

休
日
等
夲
殴
く
毎
日
で
、
運
行
時
刻
お

よ
(
椿
留
所
は
図
の
と
お
り
で
す
。

問
先
卜
庁
舎
管
理
課

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

送
迎
車
時
刻
表

ルート: 綾瀬→五反野→区優所1→西新井→啀島→陬優司 一綾瀬
※時間は 道路事情により前後します

高
齢
者
の

就
業
出
張
相
談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
痔
ち
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
瓷
嵩
齢
者
の
皆
さ
ん
の
就

業
の
相
談
に
応
に
汞
す
。

※
西
新
井

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
都
・

日
暮
里
高
年
齢
者
就
業
相
談
所
見
局

日
程
等
卜
下
表

問
先
卜
飭
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
ター容

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

出張相談日程
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保
健
福祉
ガイド

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
贅
手
当

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
5

年
4
月
2

日
以

降
に
生
ま

れ
た
児
童
(

障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9
歳
1
1
1
1

一ヵ

月
ま

で
)

を
養
芦

じ
て
い
る
母
ま
た
は
餐
育

者
で
、
父
が
呎
の
状
態
に
あ
る

方
:

離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1

年
以
上
の

遺
壓

素

ほ
L

年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
う
な
い

で
牛
軍

れ
た
児
奮
で

父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
て
も
、
養
育
さ
れ
て
い
な
い
方
/

父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
(

身
障
手

帳
1
・
冫
級
程
度
)

支
給
が
制
限
さ

れ
る
場
合
=

所
得
制
限
以
上
の
収
入
が

あ
忝
と
き
(
本
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養

義
務
者
)
/

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
と
き
/
児
筑
か
父
の
死
亡
等
に
よ
り

公
的
年
金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年

金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
/

児
童

が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
/

昭
和
6
0

年
8

月
1
日
以
降
に
支
給
要
件
に
該

当
す
る
ぷ
つ
に
な
っ
た
方
が
i

年
以

上

請
求
し
な
か
っ
た
と
き

手
当
額
(

月

額
)
H

全
額
支
給
対
象
者
・
:
4
万
2

千
1
3
0

円
/

一
部
支
給
対
象
者
・
:
2
万
8

千
1
9
0

円
/

児
童
が
複
数
の
と
き
の
冫

人
目

・
:
5
千
円
、
叉

目
以
降
・・・
3
千
円
を

加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
U
昭
和
5
5
年
t
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

遏
單
を
蒹
育
し
て
ぃ
'
9
万
・
=
父
母
が
離

婚
/
父
ま
た
は
毋
が
死
亡
豕
l
い
は
、

生
死
不
明
/
父
吏
ほ
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
隘
路
が
法

令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
　
`
罟
れ
て
ぃ
る

/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
贏
れ
た
児
童

で

父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
養

育
さ
れ
て
い
な
い
/
父
褒
ほ
母
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
方
(
身
体
障
害
者
手

帳
I
・
2
級
)

手
当
額
卜
月
額
1
万
3

千
5
0
0円-

い
ず
れ
も
トト

所
得
制
限
が
あ
n
ま
す
。
児
童
が
施
設

入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。・
状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
n
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
ぐ

だ
さ
い
。

申
・
問
先
日
児
童
手
当
係

足
立
区
児
童
手
当
(
第
3
子
以
上
)
の

手
続
き
は
、
お
済
み
で
す
か

1
0年
1
0月
1
日
に
新
設
さ
れ
か
巡
立

区
児
竜
革
当
の
手
続
溥
は
、
お
済
み
で

す
か
。
H
年
―
月
2
9日
ま
で
に
申
請
手

警
筌
し
ま
す
ご
、
1
0月
以
前
の
誕
生

月
の
万
は
、
1
0弖
分
か
ら
、
そ
れ
以
降

の
方
は
、
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
月
額
1

人
、
1
万
円
の
幸
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
、
手
警
審
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

至
急
手
続
当
否
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
卜
区
内
在
住
で
、
満
―
歳
以
卜
扁
7

歳
未
満
の
第
1
子
以
降
の
忠
莖
(
た
だ

し
、
死
亡
児
竃
苳
啄
く
)
を
含
め
て
3

人
嘔
こ
の
児
童
を
餐
育
さ
れ
て
い
る
方

で
一
実
畄
樽
制
限
額
以
内
(
表
工

の
方

申
・
問
先
卜
児
童
罩
当
係
ま
た

は
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表110 年度所得制限額(平成9 年中の所得)

※ 5 人目以降は、1 人増えるごと
に30万円を所得制限額に加算

表2 福祉事務所一覧

保
育
園
児
募
集
4

月
入
園
・
転
園

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
で
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
随
時
保
育
園
入
園
の
相
談

・
申
し
込
み
を
営
け
付
け
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
空
き
の
な

い
と
こ
う
も
あ
口
ま
す
。
な
お
、
転
動

・
転
孱
な
ど
に
よ
る
転
園
奮
袰
言
れ

る
方
も
申
し
込
み
が
必
要
で
T
。

申

・
問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

『
(親
)
(
乳
)医
療
証
』を
お
持
ち
の
方
へ

□
自
己
負
担
金
の
還
付

都
外
(
S
の
ク
リ
ー
ム
色
の
医
療
証

は
区
外
)
の
医
療
機
関
で
受
診
に
た
り
、

医
療
証
を
痔
た
ず
に
受
診
し
た
と
き
は

あ
矛
俶
収
書
(
受
診
者
氏
名
/
診
療
年

月
日
/
保
険
点
数
/
自
己
負
雲
脂
/

医
療
機
関
名
の
記
載
の
あ
I
(も
の
)
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
日
領

収
咨
/
印
鑑
/
申
請
者
名
義
の
預
金
通

帳
(
郵
便
局
以
外
)
/
萼
卷
医
療
証
/

健
康
保
険
証
を
窓
口
に
持
参

□
保
険
証
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き
　

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
新
し

い
健
康
保
険
証
/
印
鑑
/
旬
翻
医
療
証

を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
卜
卜

※
郵
送
刄
丿
続
き
で
孝
豕
T
。
希
望
す

忝
万
は
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先

卜
児
萵
豪
係

食
と
健
康
教
室
(
二
日
制
)

□
『
体
重
』
と
う
ま
く
つ
き
あ
お
う
　

自
分
に
合
っ
た
体
重
と
維
持
す
る
方

法
を
一
緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
卜
1
月
2
0
日
困
・
2
7
日
南
、午
後

し
時
叩
分
～
3
時
3
0
分
内
容
卜
減
量

を
続
け
る
た
め
の
食
筈
?
自
宅
で
で

き
る
簡
単
体
操

定
員
卜
3
0人
(
先
着

順
)

費
用
卜
無
料

申
込
日
電
話

※
(
シ
・
普
段
使
っ
て
い
る
飯
茶
碗
を

持
参

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4

ふ
6
(

直
通
)

□
足
り
て
い
ま
す
か
?

食
物
せ
ん
い

日
時
卜
1

廿
團
、
午
後
L
時
3
0分
A

時
3
0分
/
冫
月
2
日
内

午
前
1
0

時
～
正
午

内
容
=
▽
1
日
目
卜
1
日

に
必
要
な
食
物
せ
ん
い
の
曾
を
知
り
、

上
手
に
食
生
活
に
と
り
入
れ
る
技
を
学

び
ま
す

マ
2
日
目
卜
便
秘
予
防
の
体

操

定
員
日
3
0人
(
先
桍
順
)

費
用

卜
無
料

申
込
卜
電
話

塲
・
申
・
問

先
=
東
和
保
健
相
談
所

゛
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

潰
瘍
性
大
腸
炎
患
者
会

日
時
卜
1
月
2
5
日
側
午
後
し
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

対
象
卜
潰
瘍
性
大
腸
炎

の
方
と
芒
の
家
族

内
容
卩
情
報
交
換

・
交
流
会

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電

話

場
・
申
・
問
先
卩
江
北
保
健
相
談

所

酋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

高
脂
血
症
予
防
教
室

検
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に

役
だ
て
る
た
め
に

日
時
卜
2
月
1
日
剛
・
1
5
日
興
午
後

L
時
即
分
～
3
時
3
0
分
対
象
卜
成
人

健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実
施
)
を

受
け
た
方

※
受
講
時
に
成
人
健
診
結

果
票
を
痔
参

内
容
ト
マ
ー
日
目
・・・講

義
「
高
脂
血
症
{
原
因
と
予
防
に
つ
い

て
}
/

「
食
事
の
工
夫
」
/
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

マ
2
日
目
・
:実
技

「身
体
を

勣
か
し
て
み
ぶ
つ
」/

「今
後
の
生
活

に
つ
い
て
」
※
勣
忝
や
す
い
服
装
で
、

ご
参
加
を

定
S
卜
4
0人
(
先
鐘
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
日
中
央

本
町
保
健
相
談
所

゛
(
3
8
8
)
5
3
5
1

講
演
会
　
思
春
期
青
年
期
の
播
れ
る
心
を
考
え
る

閉
じ
こ
も
り
や
不
登
校
・
暴
力
・
無

気
力
な
ど
の
若
者
が
増
え
て
い
と
い

わ
れ
て
い
圭
y
。最
近
の
若
者
り
心
の

問
題
、
接
し
方
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時
卜
2
月
1
日
囲
、
午
後
2

時
～
t
時
講
師
卜
後
藤
恵
氏
(
精
神

科
医
師
)

定
員
卜
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申

・
問
先
日
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

介
護
講
演
会
介
護
す
る
人
、

さ
れ
る
人
の
心
の
ケ
ア

日
時
卜
1
月
1
9
日
㈹
、午
後
1
時
～
4

時

講
師
日
永
田
久
美
子
氏
(
東
京
都

孝
人
総
合
研
究
所
保
健
婦
)
/
介
護
体

験
者
(
区
民
)
/
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

定
員
卜
5
0人
(
先
着
語

費
用
卜
無

料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
日

足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(直
通
)

集
団
給
食
技
術
者
講
習
会

日
程
等
卜
表
3

場
所
卜
千
住
保
健
所

対
象
卜
事
業
所
、
病
院
、
学
校
、
寄
宿

舎
、
児
童
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
給

食
管
理
者
、
栄
養
士
、
調
理
師
、
そ
の

他
調
理
作
業
関
係
者
、
在
宅
栄
養
十
零

定
員
卜
6
0人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無

料

申
込
卜
電
話

期
限
H
1
月
9
9一日

申
・
問
先
卜
千
住
保
健
所

`
‘
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

足
立
保
健
所昔

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表3 集団給食技術者講習会日程

※ いずれも時間は午後2眄～4眄

介
護
保
険
Q
&
A

第6 回

認
定
基
準
と

サ
ー
ビ
ス
例

Q
。要
介
護
認
定
基
準
と
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
な
ど
つ
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
A

左
表
の
と
お
り
で
す
。
サ
ー
ビ
ス

は
訪
問
介
護
。
訪
問
入
浴
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
な
ど
蒼

組
登
お
せ
て
使
え
ま
す
。

問
先
卜
介
護
保
険
課

暃介護認寉の基湟, レザーK　` 又謬湟俐

3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区

役

所

代

表

へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ワンポイント健康術
【スト レスとリラクゼーション】

現代人を取り巻く環境の中には、さ まざまなストレ ス
が存在し ます。この言葉からは、悪い イメージを連想し
やすいですが、色々な状況の変化によ って、体や感情が
反応することで悪いことばかりではありません。

□ 「プラス」と「マイナス」のストレス
スポーツをする時の適度の緊張感もストレスで、集中

力を高め、ケガの予防や成績アップにも作用します。し
かし、ストレスを受け 「ゆとりの時間」が持てなかった
ときに、マイナスに作用し ます。
大事なのは、ストレスをためずに、自 分なりのリラク

ゼーションのテクニ ックを身につけ早期に解消すること
です。
□ リラクゼ ーションテクニ ック
( 1)呼吸法‥・酸素を大量に体内
に、取り入れることによって
リラックスしますO 両手をお
腹にあてて鼻から深く息を吸
い込み、吐く時は口をすぼめ
ゆっくり出しますO

( 2) 筋肉ほぐし…ストレスと筋
肉の関係は。深い関係にあり、
身体的疲労を除くことでスト
レスを解消します。疲れがた
まった部分の筋肉に対し、力
を入れたり抜いたりを2～3
秒贋鬚で続けます。血行が良
くなr )、緊張をほく' bます。( 3)自律訓練法…精神面の休息

もリラックスにつながり、頭
をカラッポにすることは、リ
ラクゼーションの基礎です。
また、穏やかな風景等をイメ
ージすることも有効です。

( 4)積極的な運動…ストレッチ
体操や積極的な運動が、有効
ですO健康的なライフスタイ
ルは、人間関係にもよい影響
を与えストレスを抑えますO

( 5)騰4励勺な休息…最も簡単な
方法で、生活のペースを落と
し、のんびり過ごし積極的に
体を休ませることで、明日へ
の活力を養います。

〈 体育 課 〉
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最 新

デ ータ 足立の災害対策
～地震の怖さ忘れていませんか! ! ～

関 東地方 に大地震 か発生する 確率は日増し にy
高 まっ てい ます。大き な被害 が予想される もの
には、東海 地震、東京湾 直下 型地震、干葉 県東
方 沖地 震など が 考えら れま す。『自 分自身 』と
『自 分の 家族』、『自 分 の まち』を 守る ため に、

いつ いかなる ときでも 、的確な 行動がと れる よ
う 心と 物の 準備が必 要です。

問い合わせ先= 災害対策課
3880- 5111( 代)

毎
日
、日
本
の
ど
こ
か
で

地
震
は
発
生
し
て
い
ま
す

皆
さ
ん
が
地
唇
瓦
嚴
す
る
の
は
、

震
唾
い
く
つ
か
ら
y
y
か
?
有
哂
地

塀
と
濆
侃
?
い
る
両
慶
1
以
卜
の
地

謌
は
、
ほ
ど兀
ど
毎
口
、日
木
の
ど
こ

か
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
り

り『

つ
て
い
る
大
池
は
、
庠
吉

て
い
る
の
で

す
。
大
地
假
は
い
つ
翆

工
し
て
も
お
か
9

あ
り
ま

せ
ん
ブ

表
l

参
照
一

|表| 東京都および近県の過去1 年間の地震発生件数

地
震
発
生
時
の
行
動
チ
ェ
ッ
ク

y
人
】
荼
落
悲
し
、
使
用
中
の
汲
汲

志
多
く
消
す
天
き
い
仙
膺
の
と
き

は
、
火
傷
の
危
険
畦
が
I
Q
の
で
揺
れ

か
お
き
ち
て
か
ら
戸
¥
C
よ
・
2

マ
出
口
の
破
堅
渾
名
-
ド
ア
の
燭
合
"

鴾

金

戳

と

よ
い
一

万
家
具
等
の
転
倒
な
ご
?
い
目
分
や
家

腰
の
身
受

茗

※
揺
れ
が
六
き
い

時

は
、
1
番
に
'
・

▽
家
の

損
軈
砿

口

か
っ
た
り
、
消
せ

な
い
火

災
だ
発
生
し
た
と

鳶
ほ

避
難
す

る

※
庭
の
厚
い
く
つ

岑
灣
く
か
、
手

に
痔
っ
て

家
の
外
に
避
難
す
る

ほ

だ

し
て
は
、
避
難
壞

甲
で
け
が
を
し
鑓
妊

で
さ
な
く

乞

一

▽
避
難
の

際
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
、

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
よ

篷

双
子

瞿2 区内避難場所一覧

禀 避難 対 象町 名は 、 わた しの 便渾領84

ペ ージ を参 照 して くだ さい

避

難

の

流

れ

区
で
は
、
家
塵
の
倒
壊
や
大
規
幌
火

災
発
生
時
に
、
遐
難
場
所
や

避
難
所
ま

で
避
難
す
る
際
、
一
時
軣

褊

所
か
ら

の
町
ぐ
る
み
で
の
集
団
曜
黔
方
式
啻
歹

す
め
て
ぃ

ま
す
。

大
蜆
慄
火
災
に
よ
り
、
自
汚
い
る

こ
と
が
驟
険
な
樊
ほ
、
一
畔
笶
皀
暘

所
に
集
ま
り
、
集
団
で
懸
曜
瑚
所
に
避

曜
仙
哥
y
。
地
震
に
よ
黄
災
は
、
同

時
多
発
型
ア
夛
。
離
れ
た
場
町
哭
弔

で
も
安
ふ
せ
ず
、
家
族
に
災
宵
弱
者

幼
児
・
高
鵬
者
・
体
の
不
口
山
な
万

か
い
る
家
庭
は
早
め
の
避
難
か
z
要
で

す
。

□
一
時
集
瘟
哨
所

町
会
・
自
治
会
単
位
で
、
一
時
的
に

輿
ま
る
場
所
か
決
め
』れ

て
ぃ
ま
す
。

余

園
・
学
校
・
呻
扛
・
全
き
地
な

ど

川
力
叫
・

□

避
難
場
所

大
池
贋

な
ど
で
大
規
聚
な
延
焼
火
災

が
発
十
じ
た
と
き
に
、
輻
射
熱
か
ら
身

を
屶
る

ぷ
い
場
所
や
団
地
な
ど
の
人
き

な
廼
他
物
か

聚

遯

所
で
者

ノ

衣
2
一

□

避
騅
所

哥
大
に
よ
り
庄
ま
い
を
無
く
し
た
り
、

住
居
が
居
住
に
直
忝
な
い
状
況
の
方
の

た
め
の
、
一
時
的
な
怎
晒
の
耨
で
、
区

内
の
小
・
巾
学
稜
、
部
立
高
佼
を
第
一

応
篠
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
次
次
、

学
校
で
略
活
か
困
難
な
禝
た
き
り
の
お

年
密
呆
体
の
不
自
の
芳
の
た
め
に

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
多
久
ホ
ー
ム
な

ど
の
池
原
牙
第
一
。
次
胼
穀
所
と
し
て
闃

設
に
¥
乖
。

「
避
難
の
流
れ
」

4
一
時
集
余
傳
作
の
表
示
板
「や
じ
ろ
べ
え
`

一

一
時
集
合
禰
町
の
表
示
板
「
ひ
よ
こ
」

消
火
や
救
出
活
動
を
地
域
の

皆
さ
ん
で
～
防
災
区
民
組
織
～

大
池
震
発
生
時
に
は
多
く
の
冢
M
の

剛
壊
や
、
火
災
が
発
生
し
ま
笑
牛
舎

擂
の
に
な
っ
た
人
の
衣
出
や
湾
火
罵
動

な
ど
、
一
歓
砺
消
防
な
ど
の
公
的
機
関

は
、
こ
か
な
人
て
に
は
対
心
で
重
◎
`

せ
ん
、
肩
脱
心
の
叔
助
・
め
澎
沾
勦
は

ぺ
民
の
皆
濮
ん
が
ぴ
?
左
に
な
2
〃

す
。
阪
神
・
淡
路
人
蔡
脊
ほ
、
市
・
民

の
バ
ケ
ツ
に
I
な
ど
で
遥
石
食
い

上
め
、
り
凡
の
丁
で
多
く
?
が
救
川

さ
れ
声
し
な

?
立
区
ア
ほ
町
会
・
自
治
ヤ
笵
戸

と
し
て
3
9
7の
時

尚

民

紕

敞
が
結
成
さ
れ
、
そ
の

糾

織
遡

碚
%

に
な
け
ま

す
。

こ
の
組
織
は

、
「
自
分
た

ち
の
町
隘
‥
[分
た
ち
で

守

る

と
い

う
柄
呻
の

も
と
、

以
時
か
ら

、
防
災
訓
練
を

行
っ
て
お
り
、
大
池

震
発

生
時
に
は
、
さ
乖
l
a

災
古
活
動
で
の
活
躍
か
間

杤
さ
れ
ま
兔

表3 防災区民組織関係租廠取

消

火

活

動

震
災
時
の
発
生
す
黄

災
へ
の
消
防

署
の
対
応
能
力
に
は
限
外
が
あ
り
豕
す
。

自
分
た
ち
の
吝

り
受

寸
る
た
め
に
は

、

塁
{
兀

の
手
に
よ
る
防
火
と
朷
黽
消
火

が
絶
対
必
姿
輿

衿

ま
す
。

□
消
火
器

マ
禀
屁
・
-
・
最
低
1
本
は
配
備
し
‘
一
乙
よ

う

▽
町
会
・
自
冶
会
配
鳫
消
火
器
、

ロ
ケ
ッ
ト
型
格
納
宙
人
り
衝
頭
消
火
照

・・・
自
分
の
ま
ち
の
ど
こ
仁

宮

か
、
厘
w
y

し
ょ
う

□
区
民
消
火
隊

町
会
・
自
治
会
で
糾
織
す
る
区
民
で

構
成
す
る
消
火
隊

※
自
分
の
町
会
・

伝

ぷ

に
、
消
火
匯
が
稾

署

は
、
格

納
拑
の
場
所
の

嗄
認
と
極
印
法
を
a
叮

し
ま
し

ょ
う

□
自
衛
消
防
団

各
会

社
や
営
業
所
な
ど
が
組
吸
す
る

消
防
団
で
す
。

□
消
防
団

災
町

時
に
お
け
る
熕
も
如
り
に
乞

地
域
の

読
ロ

ー
ダ
ー
で
す
。 ▲ ロケット型格納庫入り

街頭消火器
▲ 酊 の 消 火 の 主 役、消 防 団 ・ 区 民

消 火 隊

救

出

活

動

～

救
出
用
資
機
材
の
配
置
～

□
区全

区
民
亊
務
所
・
消
防
団
に
、
倒
壊

家
歴
か
ら
の
救
助
用
と
し
て

、
歓
出
用

資
機
材
か
配

備
し
て
い
串
7

。

□
区
民

区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
曝
を
縊
`
し
た
町

余
・
・目
喰

〃

現
政
9
8
球
。

□

自
衛
隊
・・
・
練
馬
駐
屯
地
古

爪
遣

避
難
所
の
運
営
は
、避
難
し
た

皆
さ
ん
の
手
で
お
願
い
し
ま
す

辺
難
所
開
設
は
、
以
前
の
陌
計
画

で
は
ぼ
の
役
割
で
廴
、
易
し
、
阪
呻

鵬
路
大
震
災
の
と
き
に
、
避
難
所
に
(

希
?
く
到
翩
で
浅
だ
の
は
川
辺
地
友

の
万
々
で
、
実
刄
叨
な
閧
設
者
炙

ら
り

声
し
た
冫
忌

、避
難
生
活
が
艮
朋
化
し

た
y
き
の
廼
難
即
運
営
も
莉
邨
ぶ

卜

休
呉

酋

ま

七

こ
の
教
川
か
ら
、
刈

旺
9
E
K
の
陌
友
計
肖
で
は
、
岨
難
所

を
避
暇
肖
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
閧
べ

運
営
す
る
'
y
と
E
¥
C
ち
そ
し
て
、

区
職
輿
は
迅
速
に
、
叨
報
収
災
、
人
命
救

助
活
動
、
心
精
娶
哢
な
y
棊
柯
い
、
消

祐
、
警
喫
等
、
防
災
関
係
噸
闃
と
逗
携

し
て
、
1
1
1心
C

も
多
く
の
区
民
参
尺

山

・
叉
助
す
る
こ
と
に
全
力
本
肺

け
よ
す

避
難
所
運
営
会
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す

ど

里

冫
な
絹
頤
で
避
難
◎研
舎

渭
‥

す
る
の
か
」
な
ど
、
学
校
と

町
会
・
卜

治
公
を
中
心
と
し
た
地
域
劣

々
が
事

前
に
謡
k

り
っ
の
が
避
難
◎磯
蔔
恐

◎
j
l

も
遐
難
所
運
営
会
・議
が
発
足
し
た
ら
、

呎
に
避
難
所
を
天
畷
に
避
営
す
る
訓
練

が
必
安
で
す
。
こ
宗

陳
は

、
坊
城
の

祐
さ
ん
が
自
ら
剖
踟
し
、
W

践
寸
気
訓

練
作
手

。
余
・議
の

申
て
ほ
、
炊
声
甬

し

・
地
下
埋
・設
ト
イ
レ
の
砠
み
Q

て
・
(卜

急
I
J
な
y
た
ぐ
さ
ん
の
愆
に
が
交
換

さ
れ
、
目
練
内
容
が
決
ま
り
、
訓
破
が

便
施
さ
れ
埀
剛
平
収
1
0
怖
1
月
か
ら

巴
月
現
印
ま
で
倡
校
の
避
雅
罔
で
・
J
陳

が
火
施
さ
れ
、
穆
-
夘
・
6
は
兄
ベ
ー
万

3
千
聊
人
に
な
9
一
気
心
。
こ
己
た

話
k
口
芦
沢
純
に
よ
っ
て
。
私
た
ち

の
ま
ち
は
、
私
た
ち
が
守
る
`
と
い

}
紡

災
意
馬

印
昂
ま
り
、
皆

の

町
人

力
が
刈
に
じ

豕
で

家
族
み
ん
な
で
防
災
会
議

～
あ
な
た
の
家
の
防
災
計
画
を
つ
く
り
ま
し
よ
う～

あ
な
た
の
冢
の
一
時
吏
‥
塒
所
、
β
一

難
助
所
、
苅
曜
所

・
乍
咬
・
の
所
斤
や

避
難
力
法
を
儒
芦

崟

し
ょ
う
◎。
地
震

は
、
冢
に
い
や

洫
だ
け
に
発
生
す
る

な

賍

口
蚤
疂

ん
。
莉
務
先
や
乍
畝
に

い
Å
と

冫

匍

萱

し
て

、
冢
族
で

な

呆

す
い
麗

属

叫
や
迎
荀

法
ふ
両

め
、
我
が
家
の
防
災
計
則
書
を
つ

く
り

ま
し
ょ
う
。

1
区
民
事
務
所
配
備
の
救
出
賢
機
材

▲ 自 律元零 の但 社霞家 屋 か ら の 救出‘ 救a り貫習

情
報
・
通
信

～
正
確
な
情
報
の
収
集
～

大
地

震
発
牛
時
に
は
、
◎止
蓆
な
情
報

の
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
・
7
り
さ
や

間
違
っ
た
吶
報
で
の
卜
勣
は
大
変
危
険

で
す
。
卜
確
な
吶
刊
の
も
と
に
石
ち
こ

い
て
'
り
勤
し
ヴ
冫
ヽ
た
さ
い
。

□
防
災
無
線

◎区
内
全
皿
に
配
賢
し
、
毎
日
、
夕
焼

け
畝
癢

茣
じ

て
い
る
M

外
垈

ぶ
心

機

叉

ビ
ー
カ
ー
・
か
ら
情
報
を
匡
え

恚

焉

ま
た
、
各
肋

高
潔

啀
闃
や
尺

民
李
務
叫
配
備
の

防
災
無
線
・
F
A
X

で

、
X
殳
叫
内
9

夲
‥対
策
木
祁
と
情

夘
交
換
を
卜
い
ま
ず
・
。

□
個
別
受
信
機

町
会
・
自
冷
会
長
宅
な
ど
に
設
置
し
、

災
害
時
の
哂
報
ふ
忌

え
ま
す
。

□
災
害
用
公
衆
電
話

N
T
T

の
協
勾
に
吉

ぼ

内

小
・
中

学
検
昭

冷
厨

の
臍
夘
公
衆
胥

零

設

置
し
て
い
壷

昃
一
部
人
設
旧
愨
の
り
う

□
フ
ジ
オ

堕

碍

の
髑

報
源
と
し
ア
ほ

一
番
頼

り
に
な
り
生

馬

囗
ご
ぷ

ら
尽
池
の

チ
ェ
ッ
ク
含

萪

す
に
。

□
携
帯
電
話

拠
点
ア
ン
テ
ナ
が
、
謫
れ
な
け
れ
ば
、

宣
い
味
方
で

す
。
j
価
バ

ッ
テ
リ
ー
の

裏
心を
忘
れ

ず
に
M

卜
震
災
時
に
災
客
情

報
を
伝
達
す
る
個
別

受
信
機

1防災無観・FAX

備

蓄

□
区現

配
、
全
小
・
中
学
校
に
医
膏
E

な

ど
浪

蓙

低
限
の
物
資
を
膏

蓄
し
て
い

ま

す
が
、
阪
神
淡
略
大
悟

大
の
と
荅

に
、

濔
蓄
物
資
の

輸
送
は
困
難
た
と
い
つ

‘

と
か
分
か
n
亟
乙

爬
R
y

ぽ

こ
の
歓

噐

軍

茄

し
、
7
堕
哩
が
ら

心
鞋
所
と

な
久
茖

学
畝
に

、
頁
黝

飲
卜
水
、
七

布
な
ど
、
避
難
生
活
に
必
要

な
物
資
を

備
蓄
す
る
こ
と

膏
計
画
的
に

危
め
て
い

ま
す

現

在
で
は
羽
校
完
了

。ま
た
、
学

校
に
保
管
で
忝

な
い
物
資
を
、
区
内
6

力
所
の
備
蓄
良
川
に
備
蓄
し
て
い
巫

斗

□

豕
庭

首
勦
資
が
皆
心
の
手
に
記
給
さ

れ
釡
汲
丿
畤
間
か
か
か
口
ま
す
。
各

廛
可
で
y
日
分
心
y
只
9
・
ぶ
要
M
か
痛

荼
し
て
く
だ
さ
い
。

〉
非
常
耗
ち
出
し
品
・・
・
◎山
手
か
咄
ぺ
る

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て

お
孝
巫

刄

鳧

心
し
、
非
常
夢

吊

し
昌

の
蜃
は

少

な
は
T

天
4

参
茴

▽
非
罵
備
蓄
品
・・
(震
災
汝
の
仭
佰
零
支

孝
勺
も
の
で
3

日
程
度
を
目
安
と
に
y
S

す
。
又

旦

※
啀
や
爪
匝
な
ど
に
設

置
し
た
物
玖
な
ど
に
備
蓄
す
る
と
冢
屋

が
倒
壊
し
た
と
蓍
で

も
、
簡
単
に
品
物

泉

り
川
筈

チ

'
V
企
蔕
・
廬
距
蹐
通
動
者
は
、
帰
宅
難

民
に
乞
冫
と
か
想
定
さ
れ
惠
夕
。
最

低
限
3
日
分
の
共
吊
非
常
食
な
y
妛

備
ぷ
し
ア
y
y
だ
さ
い
、

A 保木間災害備蓄倉庫

表4 非常柄ち出し品一覧

非常食 品( eQ 、ビ スケ ット 、缶 略)、 救愈医 薬・( 常 備薬 、輿

蔡、包 帯、 パンソ ウコウ) E3 用雑貨( J オ、 ● 4コ電 灯 マッチ、
ろ うそく 、 爾手、 衣輩 、司 レワ、畆お むつ) ● ● 9( 通帳 、巳薑 、
健 康保険 征な どよ

表5 非常備蓄品一覧

非常: f t f f i 06パン 、ビ スケ ット 、缶 晒、レト ルト 良品 辱) 、ミ ネう

儿 つオーダ ー( 大人1 日3 改) 、飲科 用刀やJ 9 ンク 、暘呂 コ ン○ 、
ろ うそく 、? が 、衣 類 柬のこさり 、パ ール 、ジャ ヽy箏なども 椡
塀家塵 がら の叙出 にKM7 ち 豕し 瓦

表6 備蓄龠廩の初品一s
乾パン 、ア ルフ ァ 米 毛布 、 カー ペット 、 コ ザ、ロ ーソ ク、 おむ つ 、ミ ネラ ルウ ォ

ータ ー 粉ミ ルク 哺 乳ビ ン 、ボリ タ ンク リ ヤ カー 、ろ水 器、ビ ニ ー ル袋 、曜 薬
日 、 妲裂 、炊 飯器 、釜 、さ らし 、 夕渭 ル 、石け ん 、テント 、 発電 機 、ポ ート 、ト イ

レ ット ペ パ 、 生理 用・ 、コ ップ 、 懐中 電灯 、フ ジズ 、ト イレ 、固 彫 燃料 、飢 ● 、
夥易風8

表7 全硬共通の初品一覧

表8 計画備蓄硬の初品一覧

水

秡
人
て
I
ベ
ー
囗
汢
い
の
八
が
必
要

に
な
り
ま
す
◎
災
t
‥
眄
、卜
内
5
力
叫

な
ら
寤
水
心
‥
や
小
6
衛
門
給
水
所
な

ど
に
よ
っ
て
湎
x
尺
の
お
よ
そ
3
月
付

栄
の
十
夲
量
飛
し
て
い
ま
す
・
柘
水

心
り
◎
-
、ま
た
、◎
卜
内
小
・
巾
学
り
に

は

、チ
r
で
吏

茗

慂

り
る

「
泉

芥

官

川
的

飃

㈲
し
て
い
ま
す

。

表9 応急 抬 水 槽 所 在 地 一一覧

F
学
岐
配
備
の
ろ
水
器

▲ 応急紿水槽では、災害畤に区民に
水を提供します(千畦スポーツ公園)

『一
人
ひ
と
り
の
命
を

守
る
防
災
訓
練
』

を
実
施
し
て
い
ま
す

晦
暝
の
1
1月
2
2
日
に

、
尺
り
古
1
)
谷

小
学
皎
に
お
い
刄

古
千
谷
本
町
町
会

防
災
澎
練
か

、
区

、
西
新
井
消
防
署

、

自
衛
隊
な
ど
の
蔘
加
の
も
と
勇

施
さ
れ

ま
し
爬

ば

桝
表
示
の

変
史
に
伴
い

徴

尼

簿
を
乕
地
岨
に
肖
繝
し
て

、
災

害
時
哭
M

確
認
の
邑

―
ド

ーア
ッ

ブ
や
防
火
婦
人
部
員
に
は
、
ユ
ニ
ホ
ー

ム
の
印
既
と
て
綴

救
命
資
格
の
取
好
な

ぐ

舁

乖
の
曜
備
は
万
全
」
と
刀
強
い

大
局
文
友
町
会
長
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を

頂
孝
叭
し
た
。

訪
問
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

【
西
新
井
営
業
所
】

□
公
営
住
宅
が
多
い
足

立
区

2
3区
の

巾
刄

万

一区
は

、
◎
番
公
営

吐
宅
か

多
い
ぼ
で
す
。
区
内
の
公
に
住

宅
の
呂ゝ

、
余
社
住

宅
や
都
富
住
七
の

維
持
眥
珊
や
家
賃
の

減
免
申
請
な
ど
の

手
続
窓
口
か
西
新
井
営
業
所
で
夏

曾

理
戸
数
は
杓
3

万
6
千
戸
、
区
内
の

鬯

帯
愁

葯
2
7
万
2

千
2

ふ

ら
、
約
1
3
%

を
占
め
て
い
ホ
了
。

□
公
社

恷

否

都
営
佳
宅

公
社
住
乍
ぼ

中
堅
所

得
名
稠
を
対

象

と
し
た

住
劣
で

、
区
内
に
は
1

千
口
戸

の
貿
貨
住
牢
が

あ
リ
ポ
歹
。
都
営
住
宅

賍

辻
宅
に
因
っ
て
い
る
力
の
生
活
宿

・

定
と
福
祉
の
た
め
の
住
跼

手

□

都
営
住
宅
の
修
繕

都
摎

添

ほ

昭
和
3
0
年
代
末
か
ら

匐

年
代
に
か
け
て

集
中
し
て
建
設
さ
れ
た

た
め

、
掣
よ
防
吏

芦

天

規
櫚
な
エ

亊

が
計
固
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
居
住
し
て

い
る
高
齢
者
哂

障
害
者

の
た
め

、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
か
設

置
し
た

り
夙
呂
に
于
す
り
を
つ
け
る
L

亊
も
行

っ
て
い
ま
す
。

□
住
宅
供
給
公
社
富
愚

作
の
綬
廃
合
　
H

年
4
月
か
ら
、
郡
吐
宅
収
玲
公

社

の
富
業
所
が
碗
廃
合
さ
れ
ま
す
。
都
内

の
1
2
″
篥

所
が
4

支
社
に
な
り
、
◎新
た

に
窓
口

第
務
を
行
う
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
が
口
力
所
設
題
さ
な

于

。
西
斯
拝

営
芙
所
は
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

芦
原
内
羨
す
が
、窓
ロ
サ
ー
ビ
ス

は
現
在
と
変
わ
り
y
口
お
豈
y
。

□
西
新
井

営
葉
所
か
ら
の
お
願
い

公
社
住
宅
や
乱
営
庄
宅
の
建

物

で

片
合
が
惡
ぐ
な
っ
た
と
き
は

、

宅

歹
公
社
に
お
電
話
く
だ
さ
い

。

賢
用
の
n

廻
区
一分
夲
但

閲
し

、
公

眥
で
で
き
る
も
の
は
す

ぐ
対
処
し

索
疂

。

問
先
-
粢
京
都
住
夕
底
紿
『公
社
西

新
升
営
業
所
篥
原
1
2
-
土
　
　

g
(
3
8
6
a
。-
4
6
1
1

▲西新井営業所

▲ 修繕中の都営住宅

学
校
ア

ル

バ

ム

千寿第八小学校
千住関屋町16- 1

【
教
a

噤
】

人
間
尊
呎
の
睛
呻
4
蚕

教
育
屆

勣
の

基
調
に
し

、
豊
か
な
ふ
淞
犀

涯
に
わ
た

っ
て
た
ぐ
声
し
く
害

裏

方

の
今
成
を

め
ざ
し

、
次
の
児
莖
弯
を
口

吟
と
し
て

、

そ
の
遷
吸
な
凶
る

(
1
)心
身
と
も
に
健
康
な
了
と
石

(
2
)思
い
や
E

り
双
切
な

于
ど
も

(
3
)
よ

く
鳶
)
4
じ
幸
習
す
る
子
ぐ

石

(
4
)飛
汝
ま
で

や
作

子
ど
も

陷

范
】

〉昭
和
1
2
陬
2
月
1
か
填
・
へ
尋
常
ポ

学
校
と
し
て
創
穹
‥
岶
和
1
6
印
4
月
-

r
寿
第
八
閥
民
学
碇
と
改
称

い
昭
和
2
2

年
1

月

千
寿
第
ぺ
小
学
校
と
以
町

∇
昭
和
2
7坏
4

月

ぼ
立
関
・皿
幼
稚
園

叫
置
‥
》
昭
印
3
5
年
1
月
『心
旡
学
級

開
設
v
昭
和
岬
年
ふ
月
紋
協
a
階

建
校
舎
完
成
▽
平
成
8
年
9
月
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
験
置
▽
平
成
1
0
康
1
1
月

印
-
6
0
周
年
齠
-
言
▽
畢
成
1
0
印
3
阿

右
麗
配

卒
業
乍
総
数
6
で

海
人

ご

粱
吸
1
0
師
犯
月
現
陛
1
2

学
級
、
児
叭

数
巧
人

【
介
下
律
了
校
長
先
生
か
ら
】

卜
数
年
咫

ふ
り
国
際
理
解
教
台
に
力

を
入
れ
、
「
囚
際
社
会
で
共
存
八
栄
し
、

二
い
袒
好

に

◎つ
て
実
践
す
る
こ
と
か

で
さ

菊

間
の

成
」
を
口

指
し
、
兔

教
皿
H

は
も
ぐ

ふ
り
、
保
護
者
・
地
友

の
力
々
屶

も
心
な
か
う
心
を

。
つ
に

し
て
教
育
に

あ
た
っ
て
い
ま

す
。

第二中学校
千佳曙町34- 12

【
教
育
目
噤
】

趾

匹
紀
岑
良

望
U

、
人
閧
哇
曹
か
で

叭
く
社
会
に
活
躍
す
夭

の
G

弍
を
め

ざ
し
て

(
1
)よ

く
考
え
自
ら
学
'
叉

(
2
)
心
呼
か
で
濕
い
や
り
の
y

(
3
)吐

康
で
や

ま
し

く
十
必

父

【
心
革
】

▽
昭
和
9
9
-
-
年
1
月
第
二
中
学
校
則
皀

▽
昭

和
蕊

不

月

負
面
校
舎
第
一
領
E

凖
允
成

※
以
後
晒
和
4
5
年
4
月
ま

で

鉄
筋
松
介
工
鄒

『
。訥

和
卵

字
月
i
'

校
腐

。詼

∵
甲
成
3

牟
5
月

乱
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勣
粨
辺

校

〉

平
成
5

年
1
月

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
堅
設

汽
'

皿

成
6

年
9

阿

テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
ク
罵
溽

図
磴

研
允
窟
衣

皿゙

吸
9

年
1
0月

剛

癩
周
年
記
念

‘ 示

吸
1
0
牢
ふ
月
末
現
任

恠
業
ま
恥

数
9

平
作

人

〉
罕
呎
1
0
年
1
2月
現
皀
5

幸
級
、
生
徙
れ
Ⅲ
人

牢

蘖
ぷ

夜

長
先
生
か

ら
】

小
簒
筱
の
特
仙
が
生
か
し
、
一
人

ひ
と
り
に
目
の
行
き
届
い
た
教
育
を
吁

っ
て
い
ま
す
。
生
硅
公
窓
い
さ
つ
運

勣
や
忍
動
的
な
迎
動
余
な
ど
の
貝
さ
ら
一

疣
を
通
し
て
、
牛
崕
印
心
の
故
刑
と
な

る
学
皿
つ
く
り
に
今
咬
も
努
力
」
¥
ヂ
『
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
税
・
年
金

1
月
～
3
月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
1
月
A

月
分
の

納
付
書
を
、
1
月
2
1日
に
郵
送
し
欒
歹
。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
隕
は
毎
月
末

日
で
す
。
な
お
、
納
め
忘
れ
の
な
い
便

利
な
口
唇
蓉
制
家
も
あ
口
ま
す
。
納

付
書
と
預
金
通
帳
、
通
帳
印
夲
お
持
ち

の
う
凡
、
金
融
機
関
・
国
保
課
・
各
区

民
事
務
所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課
資

格
賦
課
係

※
口
唇
箍
晉
の
こ
と
は
収

納
管
理
係
へ

1
1■
戈
I
I
I。
1
1
1
1一I
I
・

現
在
持
つ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
鼠
軍
な
ど
蔘
所
有
し
て

い
る
万
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
二
こ
予

四
輪
車
、
二

輪
小
型
自
動
車
を
痔
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
霏
(
芳
は
届
け
出
を
矛
れ
ぱ
1
1

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
n
ま
せ
ん
。

対
象
卜
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出
を
し

な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
p
に
)た
方
/

解
体
し
な
か
登
録
し
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
方

問
先
卜
表
1

表1 鯀自勧重税間い合わ廿劵一暫

2
0歳
に
な
っ
た
障
害
者
の
方
へ

障
害
基
礎
年
金
が
請
求
で
き
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
鷽
け
取
っ
て

い
る
方
や
、
2
0歳
前
に
初
診
E
の
あ
名

病
気
や
ヶ
が
な
ど
で
、
旦

星
活
に
著

し
い
制
限
が
あ
る
障
害
者
の
方
は
、
2
0

歳
に
な
Q
重
y
と
障
害
茎
哽
年
金
が
請

求
で
煮
ま
す
。
な
お
、
請
求
は
2
0歳
に

な
っ
た
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
に
か
か
わ
る
初
診
日
が
2
0

歳
前
の
厚
生
年
金
等
の
加
入
中
で
あ

り
。
か
つ
昭
和
6
1年
4
月
1
日
以
前
で

あ
っ
た
た
め
に
、
当
時
の
障
害
厚
生
年

金
等
の
納
付
要
件
刄
汞

で
忝
な
か
っ

た
方
、
お
よ
び
障
害
の
程
度
や
本
人
の

所
得
額
の
制
限
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
甘
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先

卜
国
民
年
金
課
給
付
係

教

育

上
総
湊
健
康
学
園
入
園
説
明
会

U
辰

上
総
湊
健
康
学
園
の
入
園
児

竜
麥
寡
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
癶
ん
の

健
康
回
復
・
椎
茸

考
兄
て
い
る
保
護

者
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
説
明
会
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時
卜
1
月
1
6日
出
、

午
後
2
時

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
卜
小
学
校
2
年
生
～
5
年
生
で
、

ぜ
ん
息
・
肥
満
・
偏
食
・
虚
弱
等
の
児

童
と
そ
の
保
護
者

内
容
卜
健
康
学
園

の
先
生
、
保
母
が
ビ
デ
オ
な
ど
奎
便
っ

て
学
園
生
活
棄
誘

問
先
卜
保
健
給

食
係

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
孑
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
卜
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま

た
ほ
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
灸
t
一
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と

同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
区
内
に
引
き

続
き
L
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を
濡

納
し
て
い
な
い
方
/
9
年
中
の
年
収
が

次
の
限
度
額
以
下
の
方
マ
給
与
所
得

畢
:
支
払
給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以

下
▽
事
業
所
得
者
・
:
総
所
翌
鵬
等

が
瞋
万
円
以
下
※
前
記
条
件
に
あ
て

は
ま
る
樊
ぞ
も
取
扱
金
融
機
関
の
貸

付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い

樊
扈
あ
り
ま
す
融
資
金
額
=
1
0
万

円
～
5
0
万
円
(
1
万
円
単
位
)
※
た

だ
し
志
丿禝
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納

付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)

お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
1
0万
円

・
2
万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
=
年
2

。
4
%
返
済
H
融
資
を
受
け
た
日
の

翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦

償
還
)

取
扱
金
融
機
関
卜
足
立
農
業

協
同
組
合
の
本
・
支
店
、
区
内
の
足
立

信
用
金
庫
・
成
和
信
用
金
庫

保
証
卜

金
融
機
関
所
定
の
保
証
夲
受
け
て
い
た

だ
膏
汞
す

葆
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
期
限
卜
2
月
2
6日

※
申
し
込
み

か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間
か
か
ひ
ま
す
一

志
望
稷
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
で
に
入
学
金

等
を
納
入
済
み
の
場
合
は
融
資
で
章
ま

せ
ん

申
・
問
先
=
学
務
課
振
興
係

教
育
研
究
所
の

教
育
相
談
と
臨
時
休
館

□
脣
相
談
(
面
接
・
電
話
)

学
校
に
行
く
の
膏
蹶
が
る
、四
箭
が

遅
い
な
ど
、
お
孑
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
ず
。

マ
面
接
相
談
・
・
・
日
時
卜
毎
週
月
曜
日
～

金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

申
込
卜
電
話

場
・
申

・
問
先
卜
教
育
研
究
所

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
昔
(
3
8
5
6
)
了
7
3
5

マ
電
話
相
談
・
・
・
日
時
儿
毋
週
月
曜
日
～

金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
卜
教
育

研
究
所
S
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

喇
臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
お
よ
び
設
備
点
検
の

た
め
1
月
3
0日
山
、
3
1日
剛
は
臨
時
休

館
に
ま
す
。

問
先
卜
教
育
研
匙
町
　

゛
(
3
8
5
0
)
8
8
1

栄
養
士
(
非
常
勤
)
募
集

勤
務
涓
居
T
区
立
小
・
中
学
校

対
象

目
栄
養
士
有
資
格
者
(
U
年
1
月
3
1日

取
得
見
込
み
可
)

内
容
卜
学
校
給
食

に
関
す
る
業
務

勤
務
条
件
等
卜
週
5

日
以
内
/
採
用
は
4
月
1
日
/
有
休
・

社
保
有
り

定
員
目
1
0人
程
度

選
考

卜
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
(
日
程
は
後

日
通
知
)

申
込
=
自
筆
の
履
歴
鏘
(

写
真
は
り
付
け
)
を
持
参
(
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
啄
く
)
ホ
咫
は
郵
送

期
限
H
1
月
2
0
日
必
着
申
・
問
先
卜

保
健
給
食
係
〒
1
2
0
・
8
5
1
a
中
央

本
町
―
-
1
7
-
―

学
び
た
い
!
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集
中

放
垈
(
学
は
、
1
8
歳
以
卜
な
ら
ご
な

た
で
ち
入
学
試
験
な
し
に
入
学
で
煮
る
、

正
規
♀
(
学
で
す
。
学
部
は
教
養
学
部

で
、
現
在
開
講
さ
れ
て
い
る
約
3
1
0
の
科

目
は
す
べ
て
、
テ
レ
ビ
(
U
H
F
)
・

ラ
ジ
オ
(
F
M
)
・
C
S
デ
ジ
タ
ル
放

送
で
放
送
さ
れ
、―
科
目
か
ら
自
宅
で

学
習
を
退
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
足
立
区
綾
瀬
に
&
東
京
第
三
学

習
セ
ン
タ
ー
で
は
面
接
授
業
や
学
習
相

談
を
受
け
た
り
、
図
書
室
な
ど
を
利
用

で
孝
豕
す
。

大
学
卒
業
を
目
指
す
全
科
履
修
生
は
、4

年
以
上
在
学
し
て
所
定
の
単
位
を
修

得
す
る
と
学
士
(
教
售

の
学
位
を
取

得
で
膏
汞
す
。
ま
た
、
卒
業
を
目
的
と

せ
ず
、
学
び
た
い
科
目
を
I
学
期
問

(
6ヵ
月

学
ぶ
科
目
履
修
生
、1
年

間
学
ぶ
選
科
履
修
生
の
コ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

授
業
開
始
卜
4
月
1
日

出

願
期
限
卜
2
月
1
5
E
※
募
集
要
項
は
、

学
習
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
区
政
情
報
室
、

公
社
等
各
社
会
教
育
関
係
施
設
で
配
布

中

問
先
卜
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習

セ
ン
タ
ー
(
生
涯
学
習
館
内
)

昔
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

学
童
保
育
室

1
1
年

度

入

室

児

童

を

募

集

中

4
月
か
ら
の
学
童
保
育
室
の
入
室
児

童
麥
募
集
中
で
す
。申
込
対
象
卜
働

い
て
い
た
り
、祠
気
な
ど
の
た
め
授
業

終
了
後
の
子
ど
も
の
面
倒
を
み
る
こ
と

が
で
き
な
い
保
護
者
入
室
対
象
卜
4

月
か
ら
小
学
1
年
生
～
3
年
生
に
な
る

子
ど
石

申
込
=
希
望
す
る
保
育
室
に

申
請
書
、
家
庭
状
況
票
、
勤
務
証
明
書

を
提
出
。
用
紙
は
各
保
育
室
に
あ
り
ま

す

期
限
卜
1
月
1
9日

間
先
U
学
童

保
育
係
ま
た
は
指
導
相
談
係

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は

区

役

所

代

表

へ
S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
間
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
登
録
受
け
付
け

1
1
1
1
一
・
1
2
年
度
に
、区
の
建
設
工
事
等

の
競
争
入
札
に
参
加
啻
希
望
す
る
方
は
。

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
ト
ワ
区
内
業
者
・
:
1
月
2
5
日
～
2
8

日
▽
区
外
業
者
・
・
・
2
月
9
日
～
2
5
日
　

※
土
・
日
ふ
瑟
滌
く
時
間
=
午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分
(
正
午

～
午
後
し
時
を
除
く
)
場
所
卜
区
役

所
1
3階

※
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
ま

す
の
で

車
で
の
来
庁
は
ご
邏
賑
く
だ

さ
い

申
請
用
紙
卜
都
・
財
務
局
指
定

用
紙
を
使
用
(
都
庁
都
民
広
場
地
下
・

東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

問
先
卜
工

事
契
約
係

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

情
報
資
料
室
の
休
館

特
別
整
理
の
た
め
L
月
1
8
E
～
2
2
日

は

坏
館
し
嫐
T

。
ご
協
力
を
お
願
い
し

崖
J

。

問
先

卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
)
5
2
2

り
/』

掲
示
板

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

日
曜
日
に
持

ち
回
り
で
接
骨
院
に
よ
る
柔
道
整
復
施

術
を
し
て
い
幸
子

。
実
施
場
所
な
ど
ぐ

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
U
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会

昔
(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

□
第
7
回
「足
立
子
ど
も
・
福
祉
フ
″

上
マ
ム
」日
時
卜
2
月
1
3
日
出
。午

後
1
時
～
5
時
場
所
卜
竹
の
塚
社
会

教
育
館
、教
育
研
究
所
内
容
卜
実
際

の
活
動
に
つ
な
が
る
仲
問
づ
く
り
～
今

こ
そ
懃
是
そ
う
定
員
卜
2
0
0
人
費

用
卜
無
料
問
先
卜
う
め
だ
・
あ
け
ぼ

の
学
園
昔
(
3
8
4
8
〒
1
8

□
定
時
制
工
業
高
校
一
日
体
験
入
学

日
時
卜
1
月
3
0
日
出
、午
後
2
時
～
5

時
対
象
卜
定
時
制
工
業
高
校
に
関
心

の
あ
る
方
費
用
卜
無
料
申
込
=
(

ガ
キ
に
「一
日
体
験
入
学
」
、希
望
科

(
機
械
・
電
気
・
電
子
の
い
ず
れ
か
)
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記

入
期
限
=
1
月
2
3
日
必
着
場
・
申

・
問
先
卜
都
立
本
所
工
業
高
校
定
時
制

〒
1
2
5
・
0
9
1
葛
飾
区
南
水
元
4
-

2
1
-
I

霓
3
6
0
7
)
4
5
0
0
(
午
捨
1
7
)

□
ビ
ジ
ネ
ス
ーキ
ャ
リ
ア
僅

驅
鐡
験

試
験
日
卜
3
日
噌
日
、
皿
日

対
象
日

実
務
経
験
…
初
級
は
1
年
、
中
級
は
5

缶
素
ほ
認
定
教
育
訓
練
受
講
修
了
者

分
野
口
「
営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

「人
事
・
労
務
・
能
力
開
西
細
流
管

理
」
「生
産
管
理
」
「経
理
・
財
務
」
「広

報
・
広
告
」
「情
報
・
事
務
管
理
」
「法

務
・
総
務
」一
国
際
業
務
」
「経
営
企
画
」

申
込
卜
申
込
用
紙
(
郵
便
で
2
0
0
円
切
手

同
封
の
う
凡
請
求
可
)
を
郵
送
期
限

卜
―
月
2
9
日
申
・
問
先
卜
東
京
都
職

業
能
力
開
発
協
会
〒
1
0
2
・
0
0
7
2

千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
1
0
-
3

容
(
5
2
1
1
)
2
3
5
2

～
4

□
司
法
書
士
に
よ
る
少
額
訴
訟
相
談
　

民
事
訴
訟
法
改
正
に
よ
り

、
少
額
金

銭
の
訴
訟
は
原
則
1

回
の
裁
判
で
判
決

す
る
手
続
き
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

。
臨

時
電
話
で
相
談
に
応
に
東

司

日
時
H
I

月
2
3
日
出
、2
4
日
㈲

午
前
1
0
時
1

午
後
4

時

費
用
卜
無
料

申
・
問

先
=
東
京
司
法
書
士
会

昔
(
3
3
5
3
)
3
7
1
4
(
当
日
の
み
)

□
「法
律
扶
助
の
日
」記
念
・
法
律
事

務
所
開
放
、無
料
法
律
相
談
日
時
日

1
月
2
3
日
出
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
　

※
ひ
と
り
3
0
分
～
6
0
分
場
所
爿
都
内

の
法
律
事
務
所
約
1
8
0
力
所
申
込
H
1

月
2
0
日
、2
1
日
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
に
電
話
で
予
約

申
・
問
先

卜
脚
法
律

扶
助
協
会
墓
只
都
支
部

a
(
3
5
8
0
)
3
2
1
1
(

予
約
専
用
)

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
か
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

卜
出
店
者
募
集
=

▼
1
月
2
4
日
面
本
木
1
丁
目
区
有
地

午
前
9
時
～
午
後
3
時
蒸
笑
の
場

合
1
月
3
1日
㈲
/
8
0区
画
/
出
店
料
千

円
/
往
復
(
ガ
キ
(
1
月
1
8
E必
着
)

※
駐
車
場
要
・
不
要
明
記
/
〒
1
2
3
・
8
7
9
9

足
立
西
郵
便
局
留

金
子

゛
(
5
6
8
1
)
6
0
7
7

▼
1
月
2
4日
剛

北
千
佳
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
9
時
～
午
後
3
時
蒸
尖
中
止

/
8
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
高

橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0
y
1

月
3
1日
剛

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
H
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
6
0
区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
友

本
昔
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

y
2
月
了
日
面
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)
午
前
珀
一
時
～

午
後
1
時
3
0分

蒸

笑
中
止
/
7
0区

画
/
出
店
料
千
円
、
車
出
店
は
千
5
0
0円/

往
復
(
ガ
キ
丁
月
2
2日
必
着
)
※

駐
車
場
要
・
不
要
明
記
/
〒
1
2
0・0
0
0

↓

谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

小
山

昔
0
7
0
(
5
0
8
2
)
4
4
8
1

▼
2
月
了
日
剛

区
扮
所
南
側
広
場

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
8
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
吉

岡

昔
(
3
8
4
3
)
6
1
8
6
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生

活

環

境

2
月
1
日
か
ら
区
内
全
域
で

週
1
回
の
資
源
回
収

(古
紙
・
び
ん
・
缶
)
を
開
始

可
燃
'
友
・
不
燃
ご
み
の
中
に
は
、

紙
・
7
?
缶
な
ど
舊
源
と
し
ア
ひ
サ

イ
ク
ル
可
剪
名
の
が
、
嶌
ま
だ
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
ぃ
ホ
y
。
現
在
、
ご

み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の

も
の
呎

皆
さ
ん
に
資
源
と
し
て
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
み
を
減
ら
し

貴
重
な
資
源
を
循
環
さ
せ
て
ぃ
瘴
乖
ヂ
ー

□
資
源
回
収
は
週
1
回
、
可
燃
ご
み
収

集
は
週
2
回
に

資
源
ご
み
収
集
月
2
回
金
蔓
箇
収

週
L
回
に
拡

大
し
。
そ
れ

に
伴
い
可
燃
'

にみ
収
集
を

週
―
回
か
ら
2

回
に
変
更

し
ホ
歹
(
表
2
)

。
な
お
、

不
燃
ご
み
週

―
回
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

□
事
業
系
資
源
ご
み
の
取
り
扱
い

こ
れ
ま
で
。
事
業
系
資
源
ご
み
に
つ

い
て
は
、
暫
定
的
な
取
り
扱
い
と
し
て
、

無
料
で
収
集
し
て
い
声
雇
が
、
こ
の

扱
い
は
、
1
月
3
1日
套
芍
て
終
了
し
、

原
則
的
な
取
り
扱
い
(
有
料
シ
ー
ル

制
)
と
な
ひ
零
T
。

□
実
施
日

2
月
1
日
剛
か
ら

□
実
施
区
域

区
内
全
域

※
く
わ
し
く
は
、
1
月

中
旬
に
開
始
チ
ラ
シ
啻
羔
尸
配
布
予
定

問
先
n
足
立
東
湾
掃
富
務
所
(
千
住
地

区
夸
ひ

国
遭
4
堡
策

側
)

昔
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所
(
千
住
地
区
を
啄

く
国
導
呉
癩
西
側
)

昔
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

表2 回収方法の変更

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
玄

関
な
ど
に
取
ひ
付
け
て
あ
る
住
居
表
示

板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
匸
屬
蕕
・
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
、
窓
口
で
釿
じ

い
表
示
板
を
無
料
で
再
交
付
し
て
い
ま

す
。

申
・
問
先
卜
住
居
表
示
相
当

や
め
よ
う
!
運
転
中
の
携
帯
電
話

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
っ
て
、
自
動

車
運
転
中
で
の
軣
帯
電
話
怎
用
に
よ
る

交
通
事
故
が
年
々
増
加
し
て
い
廖
y
。

都
内
で
は
1
0年
9
月
末
現
在
、
1
6
1件の

事
故
が
発
牛
匸
、
昨
年
の
同
時
期
に
比

べ
て
2
0件
も
増
加
し
て
い
ホ
す
。
ま
爬

発
生
件
数
の
4
7
%は
呼
び
出
し
音
が
鳴

り
、
翁

」恚
呂

し
た
と
き
に
起
き

た
も
の
で
し
た
。
事
故
の
内
容
を
み
る

と
追
突
に
よ
る
も
の
が
多
歌
豕
四め
て

い
串
歹
。

走
行
中
に
携
帯
電
話
奎
ほ
用
す
る
と
、

注
意
力
が
散
漫
に
な
り
。
わ
雲
見
運
転

や
片
手
運
転
な
ど
危
険
な
運
転
に
な
り

が
ち
で
y
。
片
手
迦
転
は
と
っ
さ
の
場

合
に
(
ン
ド
ル
を
適
正
に
操
作
で
瘴
汞

せ
ん
。
事
故
武
夕
呑
な
い
た
め
に
、

▽
自
動
車
運
転
中
は
、
携
帯
電
話
の
電

源
を
切
忝
か
、
留
守
番
電
話
等
(
電
話

に
出
作
り
な
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
も

の
)
に
切
趾
饗
笋
し
ょ
う
。

マ
ー

安
全

な
場
所
に
停
車
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
無
線
機
、
ラ
ジ
オ
、
カ
セ
ッ

ト
の
操
作
な
ぐ
聖
冒
攜
転
や
前
方
不

注
意
に
つ
な
が
る
毋

な
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

問
先
卜
交
通
安
全
係

燃えない建物を
建てる方に助成します
11年3 月31日に環状7 号線ほか

2 地区事業終了

区
で
は
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火

災
に
対
し
安
余
苡
避
難
路
」
や
「
延

焼
遮
断
帯
」
を
衂
碼
す
る
た
め
、
都
市

防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
。
不
燃
化
促
進
区
域

内
で
事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準

に
合
っ
た
不
燃
建
築
物
夲
建
て
る
万
に

工
事
費
の
一
部
汳
筬
し
、
建
物
の
不

燃
化
を
促
進
す
る
`
)
の
で
す
。
こ
の
区

域
内
で
建
物
螽
笋
主
冫
と
お
考
凡
の

方
は
、
ぜ
ひ
、
'
揃
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
。
建
築
工
事
着
手
ま
で
に
助
成
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
'
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
は
、
現

在
右
図
の
5
地
区
で
実
施
し
て
い
祟
y

が
、
環
状
7
号
線
・
日
光
街
道
北
部
・

補
助
1
0
9号線
の
I
地
区
は
、
3
月
3
1日

で
事
業
終
了
で
す
。
な
お
、
助
成
対
象

と
な
る
の
は
、
事
業
終
了
日
に
完
成
し

て
い
る
建
築
物
で
す
。

※
不
燃
化
促

進
区
禰
と
は
、
指
定
路
線
霑
露
の
両

側
か
氈
翦
む
ね
3
0
m以
内
の
区
域
、

お
よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域

で
す
。

問
先
卜
防
災
ま
ち
づ
く
ひ
係

催

し
物

ガ
イ
ド

「
子
育
て
仲
間
づ
く
り
」

モ
デ
ル
地
区
実
践

発
表
大
会

噐

を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
ぁ
ぶ
な
か
で
、
家
庭
教
育
の
向

卜
壱
め
ざ
し
様
々
な
亊
業
念
齏
U

で

い
ま
す
。「
子
育
て
夘
間
づ
く
り
事
業
」

も
そ
の
ひ
と
つ
で
于
。
5
団
体
が
、
こ

れ
か
ら
の
P
T
A
活
動
の
あ
り
方
や
家

庭
教
育
力
の
同
卜
を
目
指
レ
た
2
年
間

の
実
践
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
卜
1
月
2
1日
團
、
午
後
1
時
～
4

時
3
0分

場
壻
卜
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

問
先
卜
家
庭
教
育
推
進
担
当

ほ
の
ぼ
の
子
育
て

こ
の
指
と
ま
れ
!
・

音
楽
D
E
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

日
時
皿
1
月
2
7日
團
、
午
前
1
0時
～
正

午

煬
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
イ

対
象

斐
面
て
に
か
か
わ
る
親
、
そ
の
ほ
か

子
育
て
に
関
心
の
衢
孚
(
人

※
幼
児

は
一
緒
に
参
加
可

内
容
ト
リ
ズ
ム
遊

び
や
歌
を
通
じ
て
子
ど
も
Q
y

百
石

え
る

講
師
卜
吉
村
温
子
氏

字
ど
石

の
城
音
楽
事
業
部
講
師
、
玉
川
大
学
講

師
)

定
員
卜
約
1
0
0人

費
用
卜
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜
中

部
児
竜
鰓

豐
(
3
8
～
)
4
6
6
1

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

「
共
通
科
目
・
第
2

回
」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
・
指

導
力
り
同
卜
石
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
普
及
・
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
」
ま
す
。
共
通
科
目
と
別
に
開
催

す
る
専
門
科
目
の
受
講
・
試
験
に
合
格

し
た
方
は
、
区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
と
し
て
認
定
し
登
録
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
履
修
に
お
い
て
単
位
不
足
が
生

じ
た
場
合
は
、
次
回
講
習
会
以
降
で
も

分
割
の
受
講
が
で
章
豕
y
。
日
程
等

卜
表
3
対
象
凵
満
2
0
歳
以
上
で
ス

ポ
ー
ツ
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
お
よ
び

指
導
者
夲
區
指
す
方
定
員
卜
7
0
人

費
用
=
無
料
M
=
往
復
(
ガ
キ
に

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
「共
通

科
目
」
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、ス
ポ
ー
ツ

種
目
、所
属
団
体
を
明
記
期
限
H
1

月
2
1
日
必
着
申
・
問
先
卜
体
育
振
興

係
〒
1
2
0
・
8
5
1
a
中
央
本
町
―
-

1
7
1
1

表3 スポーツ指導員養成講習会「共通科目・第2 回丿日程等

( ※ ) いずれも、時間は午後7畤～9時

足
立
清
掃
工
場

個
人
見
学
会

地
元
の
清
掃
工
場
奮
見
学
し
て
、ご

み
問
芋
茎
疋
ま
せ
ん
か
。日
時
卜

1
月
3
0
日
出
、午
後
し
時
3
0
分
A
時

対
象
卜
区
内
在
住
、在
動
の
方
定
員

卜
4
0
人
(
抽
選
)
費
用
=
無
料
申

込
卜
(
ガ
キ
ま
た
ほ
フ
ァ
ク
ス
ー
ぶ
峅
、

氏
名
、年
齢
、怜
朔
一
、電
話
番
毎
忝
明

記
期
限
6
1
月
2
0
E
場
・
申
・
問

先
卜
足
立
清
掃
工
場
管
理
課
〒
1
2
1
・

8
1
2
西
保
木
閧
4
-
7
1
1

豐
(
3
8
5
9
)
4
4
7
5
　
　
　
　

醤
(
a
5
8
)
5

ふ
6

問
先
卜
区
・
移
管
準
備
相
当

足
立
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ

フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス

親
睦
交
流
会
(
第
3
回
)

ス
ポ
ー
ツ
に
親
匚
み
り
7
か
っ
た
方

へ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
閧
発
し

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
。
艱
心
者
で
も

す
ぐ
に
ラ
リ
ー
が
楽
し
め
る
と
好
評
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
月
2
月
2
1日
㈲
、
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
4
時

塲
碚
T
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
対
象
上
股
ペ
ア
(
男
女

不
問
)
/
親
子
ペ
ア
(
小
学
4
年
生
以

上
で
冫
人
1
組
)
※
よ
で
の
笋
加

も
可
(
組
み
合
わ
せ
は
主
催
者
で
行
い

求
茗
定
員
H
1
0
0
組
2
0
0
人
(
先
着
順
)

費
用
H
I
組
瞋
円
千
人
3
0
0
円
)
※

当
日
、会
場
に
て
徴
収
申
込
卜
往
復

(
ガ
キ
に
ペ
ア
の
各
住
所
、氏
名
ラ

リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号

澂
叨
記
期
限
H
1
月
3
1
日
申
・
問

先
日
体
育
振
興
係
〒
閇
一
・
g
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

非
常
勤
保
健
婦
募
集

足
立
区
職
員
へ
の
保
健
指
導
、
各
種

検
診
業
務
の
補
助
に
従
事
す
る
方
を
募

集
し
嫐
T
。

対
象
日
保
健
婦
資
格
を

有
す
る
4
5歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

採
用
H
4

月
1
日

雇
用
期
間
卜
原
則
1
年

間

※
必
要
に
応
じ
更
新
可

勤
務
時

間
H
週
3
0時
間

報
酬
卜
月
額
2
0万
円

定
員
卜
人

申
込
卜
電
話
で
申
し
込

み
後
、履
歴
書
提
出

期
限
卜
2
月
5

日

場
・
申
・
問
先
日
職
員
課
健
康
管

理
係

み ん な
の

ぺージ

昔

の

こ

と

が

思

い

出

さ

れ

ま

し

た

三
浦
よ
ね
さ
ん
(
新
田
二
丁
目
)

1
2月
1
0
E
号
の
「
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
」

奎

訛
み
声

処

。
一
見
メ
ロ
ン
9

今

な
物

。
山
形
地
方
で
は
昔

、
冢

南
瓜
(

い
シ
にか
ぼ
ち
や
)
」
と
い
い
ま
し
た
。

古
い
昔
の
y
左

が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た

。

※
ほ
か
に
‘
茗

の
地
方
な
り
の
呼
び
方

に
つ
い
て
多
数
の
お
声
が
鵆
¥

じ

た

あ
だ
ち
広
報
の
感
想

斉
藤
直
行
さ
ん
(
青
井
)

「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

」
巵

月
1
0

り
号
)
は

、
運
動
不
足
の
私
に
は
大
変

曹
ぱ
に‥‘い
記
事
で

す
の
で

、
楽
し
く
読

ん
で
い
穿
歹
。

大
み
そ
か
の
思

い
出

K
・
O
(
千
住
在
住
)

大
み
そ
か
、
孑
叺
の
こ
ろ
乾
物
店
を

営
ん
で
い
た
私
の
冢
は
、
こ
り
忌
ほ

か
り
は
特
別
に
深
夜
ま
で
明
か
ひ
が
つ

い
て
い
た
。
当
時
、
小
学
牛
だ
っ
た
私

は
荅
足
も
途
肭
え

紅
日
竪
綏

」
が

始
ま
る
こ
ろ
、
お
せ
ち
づ
く
り
や
大
掃

除
釁
盂
ぢ
た

し
た
も
の
だ
。

堡
兄
と
ん
づ
く
り
で
う
ら
ご
し
を

壊
し
た
り
、鍋
を
か
空
袤
¥
と
き
に

ア
ン
が
は
ね
て
や
け
ど
蒼
レ
冫
ワ
と
今

で
は
笑
い
話
。
嘉

、
し
ん
し
ん
と
冩
-

さ
深
ま
る
中
で
の
雑
巾
が
け
、
あ
か
ぎ

れ
な
ど
石
で
忝
た
。
そ
し
て
、
す
す
け

た
顔
で
食
べ
た
年
越
し
そ
ば
。
銭
湯
に

行
く
こ
ろ
に
は
、
還
ぐ
か
ら
除
夜
の
鑞

が
聞
こ
凡
て
く
る
。
大
人
た
か
弖

緒

に
深
夜
ま
で
働
く
大
み
そ
か
は
、
一
人

前
に
な
っ
た
気
分
で
と
て
も
£
ぞ
か

し
い
思
い
だ
っ
た
。

1
2月
深
夜
、
ぼ
つ
ん
と
灯
る
コ
ン
ビ

ニ
の
明
か
ひ
が
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
起
y

き
せ
る

。

募集中!

毎月10日号のみんなのページ。
皆さんの身近な出来事をお聞かせ
ください。また、イラストや写真
も大歓迎です。申込= ハガキに住
所、氏名、年齢( 学年)、電話番号、
希望する方はペンネームを明記
申・問先= 広 報係 〒120- 8510
中央本町1- 17- 1

卜
金
子
麻
衣
さ
ん
(
弘
道
小
4
年
生
)
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
9
)

す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

東
綾
瀬
公
園
内
に
あ
る
こ
の
施
設
は
、

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
奎
漏
え
て
ぃ
ま
す
。

夏
場
の
屋
外
プ
ー
ル
が
銀
盤
に
大
変
身

。

区
内
で
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
る
の
は
こ
こ

だ
は
あ
っ
て
、
こ
の
季
節
は
毎
年
多

く
り
人
が
ス
ケ
ー
ト
か
楽
匚
み
に
訪
れ

ま
す
。

リ
ン
ク
で
子
ど
も
た
ち
か
元
気
に
は

し
ゃ
い
で
い
る
姿
を
み
る
と
、
寒
さ
が

吹
き
飛
ん
で
い
く
気
が
匚
承
歹
。

ガ
ラ
ス
t
枚
隔
て
た
ド
ー
ム
の
中
を

の
ぞ
ぐ
と
、
温
水
プ
ー
ル
で
水
泳
が
行

わ
れ
、な
ん
と

も
不
思
議
な
光

景
で
丐

ス
ヶ
I
ト
を

楽
匚
む
人
た
ち

の
埜
″の
中
、

周
辺
を
ぶ
ら
り

と
散
策
し
、寒

さ
に
耐
え
る
木
々
を
な
が
め
る
の
も
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
は
2
月
末
ま
で
の

営
業
と
な
ひ
ま
す

綾
瀬
駅
東
口
下
車
徒
歩
1
8
分
ま
た
は

東
武
バ
ス
藐
瀬
駅
西
口～
葛
飾
車

庫
)
団
地
西
通
り
下
車
徒
轡
t
芬

あ
な
た
の
い
こ
い
の
場
所
を
お
知
ら

せ
ぐ
だ
さ
い
(

広
報
課
)

花だより
赤松・黒松

松
の
中
で
も
代
表
的
な
こ
の
二
つ

は
、
主
に
樹
皮
の
色
が
赤
褐
色
の
も

の
を
ツ

ガ
マ
ツ
气
黒
褐
色
の
も
の

を
づ
ロ
マ
ッ
"
と
し
て
祀
分
け
ら
れ

毒
司ア

カ
マ
ツ
は
山
野
に
ご
く
普
通
に
見

ら
れ
、
ク
ロ
マ
ツ
は
海
岸
沿
い
を
中
心

に
広
く
自
生
し
て
い
ま
す
。
双
方
と
も

日
陰
や
湿
地
を
嫌
い
ネ
罵

庭
木
の
王
者
と
も
い
わ
れ
、
庭
の
中

心
や
門
の
脇
に
主
木
と
し
て
喩
え
う
れ

ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
の
気
品
、
優
昊
さ
、
や
わ

ら
か
さ
に
対
し
、
ク
ロ
マ
ツ
の
風
格
、

雄
々
し
さ
。
力
強
岑
な
ど
が
対
比
し
て

賞
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
雌
マ
ツ
、
雄
マ

ツ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

常
緑
樹
の
代
表
格
と
し
て
、
年
神
様

煮
餮
黛
酉
じ
る
し
に
飾
っ
た
門
松
の

風
習
は
、
現
代
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

(公
園
緑
地
課
)

こ
の
樹
木
の
あ
る
公
園
・
:
桜
花
亭

(
花
畑
4
j
4
0
)
、
苗
間
戸
稲
荷
神
社

伊
興
3
-
2
3
)
ほ
か
ノ

※
い
ま
葉
の
つ
ぃ
て
ぃ
る
木
が
常
緑
樹
、

落
ち
て
い
る
木
が
落
葉
樹
で
す
。
公
園

で
冬
の
樹
木
の
観
察
は
い
か
が
で
す
か

名
漢
字
は
当
て
字
も

(
燵

靡
～
1

い
ざ
　

紹
介
し
て
い
ま
す

クロマツ・安養院(千住五丁目)

スケッチあだち
このコーナーではまち の情報・話題を

お待ちし ていま す。

問先= 広報係t r3880- 5111 ㈹

常
磐
新
線
工
事
着
々
と
進
む

～
弘
道
ト
ン
ネ
ル
シ
ー
ル
ド
発
進
!
～

平
成
1
7
年
度
の
開
業
を
目
怛
し
、
日

本
鉄
道
建
設
公
団
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
常
磐
新
線
の
建
設
工
事
の
う
芍

西
綾
瀬
三
丁
目
地
先
～
青
井
三
丁
目
地

先
の
シ
ー
ル
ド
エ
法
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル

エ
事
が
始
ま
n
ま
し
た
(
工
事
期
間
卜

1
1
1
1
一
年
1
月
～
1
0
月
)
。

こ
れ
に
先
立
ち
1
2月
8
日
に
、
区
長
、

区
議
会
議
長
を
は
じ
め
工
事
関
係
者
ら

が
参
加
し
て

「
常
新
、
弘
道
T
シ
ー
ル

ド
発
進
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ ト ン ネ ル 掘 削 機( シ ー ル ド マ シ ン)

▲ シ ー ル ド 機 起 動 「 ス イ ッ チ ・ オ ン 」

酉の市 11月22日
大
鷲
神
社
(
花
畑
)

1
参
道
に
は
屋
台
が
並
び
、人
々
の

熱
気
で
に
ぎ
や
か
に

鷲
神
社
(
島
根
)

4
。参
拝
者
に
甘
酒
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た

卜
「
大
蛇
退
治
」
の

神
楽
も
披
露
さ
れ
ま

し
た

『やせ蛙負けるな～』
一茶 まつり( 炎天寺)

‥1
1
一
月
2
3
日
、
「
第
3
7
旦

茶
ま
つ
り

」

が
炎
天
寺
で
開
催
さ
れ

、
全
国
各
地
か

ら
や
っ
て
き
た
俳
句
フ
ァ
ン
約
5
千
人

で
に
氛

び

声

処

。
吏

に
、
境
内
で

行
わ
れ
た

『
全
国
小
・
中
学
牛
俳
句
大

会
』
で
は

、
全
国
か
ら
2
2
万
9

千
呎
句

の
応
募
が
あ
り
、6

千
3
1
0句
が
入
選
作

品
と
し
刄

厚

萪

、
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

卜
竹
の
塚
駅
前
か
ら
の
パ
レ
ー
ド
の
中
に

は
、
一
茶
翁
の
姿
も
!

▲
や
せ
蛙
へ
の
大
声
援
の
せ
い
か
勝

負
は
引
き
分
け
に
な
り
ま
し
た
。

～力作や熱演がいっぱい～
『障害者文化祭』

1
2
月
3
日
～
9
日
の
間
、
区
役
所
で
、

『
障
害
者
文
化
祭
』
が
開
催
さ
れ
、
作

品
展
示
や
舞
台
発
表
な
ど
貝

」ろ
の
威

果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
者
は
力

作
ぞ
ろ
い
の
展
示
物
に
、
目
を
見
張
っ

た
り
、
障
害
者
の
方
た
ち
の
見
事
な
ダ

ン
ス
に
感
心
し
き
り
、
大
忝
な
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
な

▲ 展示会場に並ぶ、力
作たち
卜

車
イ
ス
を
交
え
て

の
ダ
ン

ス
発
表

ま
だ
ま
だ
現
役
!
!

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会

参加者平均年齢約55歳( 最高67歳) とい
う50歳以上の方のバレ ーボール大会、その
名も “ いそじ 大会" が行われまし た( 11 月29
日、梅田センター) 。
この大会は、現役を退いた人も参加でき

るよう、チーム単位ではなく、個人で申し
込み、運営委員会が地域やポジションなど
を考濕して、大会限りのチームを編成し ま
す。当然、見知らぬ人と同じチームになる
こともありますが、バレ ー好き の人どうし 、
新しい友達が増えるのです。
当 日、50歳を越える人たちとは思えない

はつらつとし た試合が展開され、体育館に
は、明るく元気な声が響きました。
毎年11月に開催され、今年で5 回目とな

るこの大会、2 年前には足立区のチームが
全国大会で優勝 するなど、年々盛況となっ
てき ています。「1 年に2 回くらい開 催し
て欲しい」という声も寄せられ、なんとか
実現させたいとのことでした。

シ
ド
ニ
ー
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
!
!

10月の全国 ゆうあいピ ック( 茨
城県) 水泳50m 平泳ぎと、11月の
ジャパンパラリンピック水泳競技
大 会( 大 阪府) 2〔X〕m個人メドレ
ーで金メダ ルを獲得し た村岡輝彦
さ ん( 六月在住) が、11月26日、
お母さんと共に区役所を訪れ、区
長に受賞報告をしまし た。
知的障害者の村岡さん1まノよ学校
1年生から水泳を始め、現在は会
社勤務後に週3～4回のスイミン
グや、ジョギング、筋力作りなど
のトレーニングを続けてい ます。
村岡さんは、来年のシドニ ーパ

ラリンピ ック出場選手の選考会に
あたる全国知的障害者水泳競技大
会( 2 月21日、江東区) にも出場
します。皆さ んもぜひ応援し てく
ださい。

古紙配合率70% 再生紙を使用していま す Y. T. Ya. 240, 000


